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11月末現在の会員数631人
（男性361人・女性270人）

私

た

ち

を

守

り

育

ん

で

く

れ

て

あ

り

が

と

う
！

宮
里
・
美
原
・
山
内
小
学
校
児
童
会
か
ら
感
謝
状

沖縄市シルバー人材センター会員は現在、地域内の児童を輪禍や犯罪から守ろうと、地

区長を中心に会員が一丸となって、沖縄市内全16小学校で下校時安全パトロールを実施し

ている。11月23日の勤労感謝の日を前に宮里・美原・山内の３小学校の児童会から感謝状

が贈られた。11月16日と18日の朝、３小学校では全児童が一堂に会し、壇上で６年生児童

からそれぞれパトロール隊の代表に手渡された。 （2面に関連）

美 原 小 学 校

宮 里 小 学 校山 内 小 学 校

「
い
つ
も
私
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
宮

里
小
６
年
生
の
高
江
洲
瑠

羽
さ
ん

「
多
く
の
方
々
に
見
守

ら
れ
私
た
ち
は
安
心
し

て
学
校
へ
通
え
ま
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
る
美
原
小
６
年
生
の

平
良
空
美
さ
ん

（写真前列右から） 高良京子宮里小学校

長、銘苅朝弘地区長、島袋静子さん、金城幸

彦さん、（後列右から）喜友名春美コーディ

ネーター、祖根政秋さん、八幡勝さん

(写真右から）唐眞辰夫地区長、呉屋本徳

さん、東辰俊さん、浦崎直哉山内小学校長

（写真右から）照屋勇さん、徳盛猛さん、

新垣千枝子さん、仲宗根廣子さん、安次富

和江さん



（第１１６号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２８年１２月５日（２)

連
合
と
情
報
交
換
会

公
園
作
業
グ
ル
ー
プ

公
園
作
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
５
人
と
、
連
合
の

照
屋
栄

安
全
・
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
と
の
情
報

交
換
会
が
10
月
13
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会

員
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

照
屋
指
導
員
か
ら
他
セ
ン
タ
ー
の
事
故
例
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
原
因
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
事
故
全

体
の
半
数
以
上
が
刈
払
機
に
よ
る
事
故
。
「
作
業
前

の
安
全
・
危
険
予
知
を
全
員
で
確
認
す
る
こ
と
、
こ

の
繰
り
返
し
が
大
切
」
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
合
っ

た
。

情報交換会では過去の事故例をもとに原

因を真剣に話し合う出席者たち。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

就
業
拡
大
委
員
会

平
成
28
年
度
第
３
回
「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」

が
10
月
28
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修

室
で
開
催
さ
れ
た
。

去
る
９
月
21
日
に
泡
瀬
地
内
で
発
生
し
た
バ
ッ
ク

運
転
で
の
バ
イ

ク
接
触
事
故
を

再
度
検
証
す
る

と
共
に
、
就
業

前
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
実
施
な
ど

今
年
度
の
「
安

全
就
業
の
取
組

み
」
６
項
目
を

再
確
認
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、

メ
ン
バ
ー
４
人

は
就
業
現
場
の

巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、

今
後
も
随
時
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化

を
申
し
合
わ
せ

た
。

平
成
28
年
度
第
１
回
「
就
業
拡
大
委
員
会
」
が
11

月
２
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室
で

開
催
さ
れ
た
。

一
般
就
業
・
派
遣
が
人
員
不
足
状
況
に
あ
る
た
め
、

会
員
増
強
が
課
題
と
し
「
入
会
促
進
」
ビ
ラ
配
布
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
積
極
的
に
行

う
。
そ
の
他
、

市
役
所
市
民
ホ

ー
ル
で
の
普
及
・

啓
発
活
動
の

継
続
実
施
等

を
中
心
に
活

発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

併
せ
て
就
業

拡
大
・
創
出

の
精
神
を
含
め
、

今
後
月
一
回

の
ペ
ー
ス
で

委
員
会
を
開

催
す
る
と
と

も
に
、
問
題

点
が
あ
れ
ば

理
事
会
に
対
し

て
積
極
的
に

提
言
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
。

委
員
会
出
席
の
儀
間
泰
夫
委
員
、

高
吉
満
弘
委
員
、
島
袋
哲
行
委
員

長
、
玉
城
テ
ル
子
委
員
、
古
謝
博

子
委
員
（
写
真
右
か
ら
）

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
見
逃
す
な

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

あ
の
経
験
」

委
員
会
出
席
の
森
竹
邦
良
担
当
職
員
、

徳
永
軍
一
委
員
長
、
塩
川
初
江
委
員
、

東
條
正
躬
委
員
、
兼
久
久
枝
委
員
（
写

真
右
か
ら
）



（３）平成２８年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１６号）

「センター事業に更なる支援を」

桑江理事長ら沖縄市と市議会に要請
桑
江
良
哲
理
事
長
、
金
城
潔
事
務
局
長
は
11
月
21

日
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
（
全

シ
協
）
の
『
平
成
28
年
度
定
時
総
会
』
で
採
択
さ
れ

た
各
自
治
体
へ
の
「
支
援
要
請
」
に
基
づ
き
、
当
セ

ン
タ
ー
独
自
の
支
援
要
請
書
を
ま
と
め
、
桑
江
朝
千

夫
沖
縄
市
長
と
普
久
原
朝
健
沖
縄
市
議
会
議
長
に
手

渡
し
た
。
桑
江
理
事
長
は
国
・
地
方
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
高
齢
社
会
対
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
等
を
資
料
で
説
明
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続

き
の
支
援
を
要
望
し
た
。

桑江朝千夫沖縄市長（右）と普久原朝健沖縄市議会議長に
「要請書」を手渡す桑江良哲理事長。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力

人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が

活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実

現
す
る
事
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の

公
益
社
団
法
人
の
四
分
の
一
を
占
め
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
「
居

場
所
」
と
「
出
番
」
を
つ
く
り
、
「
生
涯

現
役
社
会
」
の
実
現
に
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
併
せ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を
実
行
し
、
地

域
社
会
の
活
性
化
と
医
療
費
の
削
減
に
寄

与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
現
役
社
会
を
支
え
、
ま
た
人
手

不
足
分
野
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
急
増

す
る
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
就
業
機
会

の
確
保
・
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
会
員

の
働
き
方
の
要
件
緩
和
も
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
に
、
「
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」

を
改
正
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
要
件
緩
和
に
よ
り
、
労
働
者
派
遣

又
は
職
業
紹
介
に
よ
る
働
き
方
に
お
い
て
、

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
業
種
・
職
種

に
つ
い
て
週
四
十
時
間
ま
で
の
就
業
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
骨
折
り
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

発
注
者
と
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
有
効
に
運
用
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
六
月
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ

「ニッポン一億総活躍プラン」を実践する
シルバー人材センターに支援を （全文）

ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
保

育
等
の
就
業
機
会
の
提
供
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
重
点
的
に
財
政
支
援
を
行
い
、

保
育
分
野
等
で
の
高
齢
者
の
就
業
を
推
進
す
る
、
及
び

介
護
周
辺
業
務
や
軽
易
な
介
護
業
務
に
関
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
高
齢
人
材
を
活
用
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
行
政
刷
新
会
議
の

「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
る
国
の
補
助
金
予
算
額
の
大
幅

削
減
に
併
せ
て
、
地
方
自
治
体
の
補
助
金
も
削
減
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
事
務
局
職
員
の
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

十
分
な
就
業
機
会
の
提
供
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、

①

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
及
び
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
事
業

②

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

③

遊
休
地
を
活
用
し
た
農
園
事
業
、
空
家
管
理
、
高

齢
者
の
安
否
確
認

な
ど
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
施
策
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
事
業
に
、
さ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
補
助
金
、
委

託
費
と
公
共
事
業
の
発
注
の
確
保
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。
特
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

請
負
に
よ
り
働
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
一
般

会
計
の
人
件
費
・
管
理
費
の
削
減
は
、
事
業
運
営
に
大

き
な
支
障
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
の
で
今
後
は
削
減

さ
れ
な
い
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地区
活動

越来・宮里中校地区

入 賞 者

女 子 男 子

優 勝 島袋 静子 租根 政秋

準 優 勝 森田 竹子 翁長 豊正

３ 位 佐和田マサ子 銘苅 朝弘

ブービー賞 島袋 房子 浜比嘉宗文

島袋 静子 2回 森田 清新 2回

新垣 盛健 祖根 政秋

翁長 豊正

【 ホールインワン賞 】

見
事
２
度
の
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
達
成
し
た
島
袋

静
子
さ
ん
（
右
）
と
森
田

清
新
さ
ん

美里中校地区

・体力づくり
グラウンドゴルフ大会開催

な
ん
と
２
度
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

島

袋

静

子

、
森

田

清

新

さ

ん

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
（
銘
苅
朝
弘
地

区
長
）
は
10
月
29
日
、
美
里
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。
女
子

は
島
袋
静
子
さ
ん
と
男
子
は
祖
根
政
秋
さ

ん
が
見
事
優
勝
。
さ
ら
に
島
袋
さ
ん
と
森

田
清
新
さ
ん
が
２
度
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
し
た
。
参
加
者
は
13
人
。

優 勝 金城 吉信

準 優 勝 儀間 泰夫

３ 位 里 京子

ラッキー７賞 伊佐 英秀

ブービー賞 高良 幸栄

【ホールインワン賞】

儀間 泰夫 里 京子

山田 浩

金
城
吉
信
さ
ん
が
優
勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
16
人

美
里
中
校
地
区
（
山
田
浩
地
区
長
）
は
10

月
30
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
美
里

公
園
で
開
催
し
た
。
参
加
者
16
人
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
少
し
汗
ば
む
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の

中
、
腕
を
競
い
合
っ
た
。

優
勝
は
金
城
吉
信
さ
ん
。
ま
た
、
儀
間
泰

夫
さ
ん
、
里
京
子
さ
ん
、
山
田
浩
さ
ん
の
３

人
が
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
た
。



（５）平成２８年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１６号）

美東・東中校地区

安
慶
田
中
校
地
区

地区
活動

當
真
千
恵
子
、
一
之
瀬
喜
正
さ
ん
が
優
勝

23
人
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
楽
し
む

スポーツで親睦
各地区でボウリング、

美
東
・
東
中
校
地
区
（
桑
江
良
次
地
区
長
）
は
10
月
30
日
、
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ウ
ル
で
今
年
度
２
回
目
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。

優
勝
は
女
子
が
當
真
千
恵
子
さ
ん
、
男
子
は
一
ノ
瀬
喜
正
さ
ん
。

参
加
し
た
23
人
は
日
頃
の
健
康
づ
く
り
が
奏
功
し
、
最
後
ま
で
元
気

に
投
げ
き
り
疲
れ
た
様
子
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

あれー！私のボウルは？

入 賞 者

富
川
安
子
さ
ん
と
新
垣
秀
子
さ
ん
１
位
分
け
合
う

男
子
は
宮
里
政
助
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
20
人
が
腕
競
う

入 賞 者

（同スコアの場合、年長者を
上位とする）

女 子 男 子

優 勝 富川 安子 宮里 政助

準 優 勝 新垣 秀子 諸喜田茂一

３ 位 上原キヨ子 崎原 正光

４ 位 渡久地悦子 小橋川洋一

５ 位 与儀タカ子 上原 精栄

ﾗｯｷｰ７賞 新垣 由依 仲田 仙松

ブービー賞 金城 ツル 宮平 傳永

【 ホールインワン賞 】

安
慶
田
中
校
地
区
（
小
橋
川
洋
一
地
区
長
）
は
11
月
13
日
、
美
里
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。
女
子
は
富
川
安
子
さ
ん
と
新
垣
秀
子
さ
ん
が

同
ス
コ
ア
で
１
位
を
分
け
合
う
な
ど
、
上
位
５
人
が
熾
烈
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

ま
た
、
男
子
も
宮
里
政
助
さ
ん
が
接
戦
を
制
し
た
。
参
加
者
は
20
人
。

崎原 正光 2回 富川 安子

宮里 政助 金城 ツル

仲田 仙松 津波古範子

小橋川洋一

女 子 男 子

優 勝 當真千恵子 一ノ瀬喜正

準 優 勝 小底 君子 義元 得一

３ 位 砂川 幸子 東 洋一

ﾗｯｷｰ７賞 金城 京子 大城 忠

ブービー賞 田中 キヨ 西村 弘
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「
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

『
緑
十
字
銅
章
』
表
彰
伝
達
式
」
が
10

月
21
日
、
沖
縄
警
察
署
で
行
わ
れ
た
。

会
員
の
島
袋
哲
行
理
事
（
コ
ザ
中
校
地

区
）
が
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
全
日
本
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
「
緑
十
字
銅
章
」
が
授
与
さ

れ
た
。

島
袋
さ
ん
は
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
週
２
回
（
火
、
木
）
、
島

袋
小
学
校
周
辺
を
巡
回
、
単
独
で
登
下

校
時
の
児
童
達
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
、
春
夏
秋
冬
に
実
施
さ

れ
る
〝
交
通
安
全
週
間
〟
中
は
毎
日
朝

７
時
半
か
ら
１
時
間
園
田
交
差
点
に
立

ち
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

島袋哲行さんに「緑十字銅章」
～ 交 通 安 全 に 功 労 ～

今
井
敬

全
日
本
交
通

安
全
協
会
長
か
ら
表
彰
を

受
け
る
島
袋
哲
行
さ
ん

笑
顔
で
の
あ
い
さ
つ
は
自
然
と
声
も
明
る
く
な
り
、

場
の
雰
囲
気
ま
で
も
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。
笑
顔

の
あ
い
さ
つ
を
続
け
る
こ
と
で
、
笑
顔
の
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
、
あ
な
た
の
高
感
度
も

上
が
り
ま
す
。

管
理
群
班
（
嘉
川
宗
義
班
長
）
は
11
月
16
、
17
の

両
日
、
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会

議
室
で
今
年
度
２

回
目
の
駐
車
場
整

理
業
務
に
お
け
る

心
得
と
接
遇
マ
ナ
ー

研
修
を
開
催
し
た
。

講
師
は
東
洋
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

沖
縄
株
式
会
社
本

社
指
導
担
当
の
池

原
政
光
さ
ん
。

笑
顔
で
挨
拶
、

身
だ
し
な
み
や
言

葉
遣
い
の
大
切
さ

等
の
接
遇
マ
ナ
ー

講
義
の
あ
と
、
実

地
研
修
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
二
日

間
で
延
べ
27
人
。

第
９
回

理
事
会

就
業
実
人
員
わ
ず
か
な
伸
び

―
10
月
実
績
ー

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
！

駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会

山

内

中

校

地

区

忘年会のお知らせ

・
日

時

12
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時

・
場

所

さ
ん
ふ
ぁ
み
ー
る

・
会

費

女
性

２
５
０
０
円

男
性

３
０
０
０
円

・
申
込
み

12
月
６
日
迄
各
班
長
へ

第
９
回
理
事
会
が
11
月
25
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
島
田

正
雄
、
比
嘉
幸
雄
両
監
事
に
よ
る
中
間
監
査
（
４
月
～

９
月
末
）
の
結
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、
６

人
（
女
性
３
人
・
男
性
３
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結

果
11
月
25
日
現
在
の
会
員
数
は
６
３
１
人
（
女
性
２
７

０
人
・
男
性
３
６
１
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、
10
月
の
退

会
者
は
２
人
。

平
成
28
年
10
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
６
２
５

人
で
27
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
４
４
０
人

で
11
人
の
増
（
３
％
）
、
就
業
延
人
員
４
３
８
５
人
で

３
０
０
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
配
分
金
約
２
１
２
３
万

円
で
約
１
２
９
万
円
の
減
（
▲
６
％
）
、
契
約
金
額
約

２
６
７
２
万
円
で
約
65
万
円
の
減
（
２
％
）
と
な
っ
た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
比
同
月
比
）
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受

講

し

ま

せ

ん

か

「
第
Ⅳ

期

（
一
～
三
月
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
」

＊ テキスト代
・パソコン入門＆中級ワード・・2,160円
・エクセル・・・・・・・・・・1,296円
・デジカメ・・・・・・・・・・ 500円

＊ 材料費
・用紙、印刷代として・・ 300円～500円

定員・・各講座１７名
（先着順〆切り）

申込・・12月12日（月）～16日（金）
午後1時～4時

地域、年齢は問いません。
（駐車場完備）

初
心
者
に
優
し
い
講
師
が

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ期 ４月～６月

Ⅱ期 ７月～９月

Ⅲ期 10月～12月

Ⅳ期 １月～３月

お申込・お問い合わせ

（公社）沖縄市シルバー人材センター

〒 904-2155 沖縄市美原3-1-1

Ｔel ９２９－１３６１

新

入

会

員

紹

介

11
月
は
６
人
（
女
性
３
人
・
男
性
３
人
）

が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

伊
良
波

幸
哲

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

新
里

辰
信

（
山
内
中
校
地
区
）

池
原

洋
美

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

仲
間

美
枝
子
（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

安
慶
名

春
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

山
内

定
男

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

平
成
28
年
12
月
27
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
12
月
22
日
（
木
）
ま
で
に

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無

事

故

記

録

平
成
28
年
９
月
22
日

～

11
月
25
日
現
在

６５日



１２月の予定

９
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

20
日
（
火
）
午
前
10
時

理
事
会

27
日
（
火
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

28
日
（
水
）
仕
事
納
め

写
真
協
力

編

集

後

記

編

集
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上
原

秀
雄

東
條

正
躬

田
中

穣

仲
村

睦
秀

〝
光
陰
矢
の
ご
と
し
〟
こ
の
感
覚
が
年
々

早
ま
っ
て
い
く
。
年
齢
の
せ
い
か
？

今
、
全
国
各
地
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事

故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
、
過
信
、
反
応
の
遅
れ
な
ど

「
老
化
に
よ
る
能
力
の
低
下
」
が
主
原
因
。

そ
の
結
果
、
被
害
者
と
そ
の
遺
族
、
加

害
者
と
そ
の
家
族
が
ど
ん
底
の
苦
し
み
を

味
わ
う
。
師
走
、
日
頃
の
健
康
管
理
と
自

己
能
力
を
適
確
に
把
握
し
、
家
族
と
も
ど

も
楽
し
い
余
生
を
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。


